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印a

「
力
強
い
大
野
や
さ
し
い
大
野
の
実
現
」
を
目
指
し
て

第
三
次
大
野
市

総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
を
策
定

　

市
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
三
年
に
策
定
し
た
第
三
次
大

野
市
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成
三
年
か
ら
七
年
の
前
期
基
本
計
画
の
進
捗

状
況
を
踏
ま
え
、
目
前
に
迫
り
つ
つ
あ
る
二
十
一
世
紀

を
展
望
し
て
今
後
五
ヵ
年
間
（
平
成
八
年
～
十
二
年
）

に
お
い
て
市
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
施
策
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
策
定
し
た
も
の
で
す
。

総
合
計
画
の
役
割
と
構
成

　

市
が
策
定
す
る
総
合
計
画
は
、

市
政
の
基
本
的
な
方
策
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

　

市
民
に
と
っ
て
は
市
づ
く
り
に

参
加
す
る
指
標
に
、
行
政
に
と
っ

て
は
こ
れ
か
ら
の
施
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
指
針
に
な
り
ま
す
。

国
や
県
に
と
っ
て
も
自
ら
の
施
策

と
大
野
市
の
要
請
を
調
整
す
る
手

掛
か
り
と
な
り
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
「
基
本
構
想
」

「
基
本
計
画
」
「
実
施
計
画
」
で
構

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
目
標
年
次

を
十
年
後
と
す
る
基
本
構
想
に
従

い
、
前
後
期
各
五
年
の
基
本
計
画

が
作
ら
れ
ま
す
。
実
施
計
画
は
基

本
計
画
を
基
に
、
三
ヵ
年
の
計
画

を
毎
年
作
成
し
て
具
体
的
な
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

五
つ
基
本
目
標
の
実
現
を

　

後
期
基
本
計
画
の
中
に
は
、
次

の
ペ
ー
ジ
の
五
つ
の
基
本
目
標
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標

を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
施
策
を

貫
く
横
糸
と
し
て
、
「
環
境
保
全

と
人
づ
く
り
」
を
位
置
付
け
て
い

ま
す
。環

境
保
全

　

環
境
問
題
は
温
暖
化
や
酸
性
雨

な
ど
地
球
的
規
模
に
拡
大
し
、
次

の
世
代
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
は
人
間

の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
原
因
と
す

る
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
根
差
す

も
の
で
す
。
今
後
は
従
来
の
環
境

対
策
か
ら
、
さ
ら
に
進
ん
だ
総
合

的
な
環
境
保
全
を
推
進
し
ま
す
。

・
湧
水
池
や
河
川
の
保
全

・
広
葉
樹
林
の
造
林
な
ど
森
林
の

　

持
つ
機
能
の
活
用

・
地
下
水
に
配
慮
し
た
下

　

水
道
の
整
備

・
ご
み
の
分
別
排
出
、
分

別
収
集
の
徹
底
に
よ
る

減
量
化
と
再
資
源
化

人
づ
く
り

　

社
会
・
経
済
活
動
の
根

幹
は
人
で
あ
り
、
来
る
べ

き
地
方
分
権
の
時
代
を
担

う
の
も
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
で
つ
く
る
」
と
い
う
自
治
意
識

を
持
っ
た
市
民
で
す
。
こ
の
よ
う

な
考
え
の
下
で
人
づ
く
り
を
視
点

に
各
種
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
生
涯
学
習
の
推
進
（
生
涯
学
習

　

参
加
の
奨
励
、
人
材
登
録
派
遣

　

制
度
の
拡
充
）

・
越
前
大
野
平
成
塾
、
地
域
創
生

　

拠
点
事
業
、
地
区
ま
ち
む
ら
づ

　

く
り
組
織
運
営
助
成

・
少
年
、
青
年
、
女
性
、
壮
年
、

　

高
齢
者
教
育
の
充
実

・
国
際
、
地
域
間
交
流
の
促
進

・
広
報
広
聴
活
動
の
充
実

・
情
報
公
開
の
推
進
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後期基本計画の体系

基本構想における市づくりの基本目標は、次のとおり体系付けれます。

1。活力ある産業づくり

　

豊富な自然や立地条件、歴史・文化的要素を最大限

に生かし、技術革新、情報・高速交通体系の発達など

を的確にとらえ、消費者のニーズに合った多様な産業

の集積

生産性の高い農林業の振興

活力ある工業の育成と誘致

活気あふれる商業の振興

魅力ある観光とリゾートの開発

雇用対策の推進と充実

2。心の豊かな人づくり

　

人生80年代を迎え、幼児か

ら高齢者に至るまですべての

市民が生涯、個性と創造性を

高めて豊かな心を持ち、21世

紀の市勢発展に力を発揮でき

る人づくり

21世紀に向けての学校教育の充実

生涯学習の充実

生涯スポーツの充実

男女共同参画社会の形成

芸術・文化活動の充実

心が触れあう交流活動の展開

3。しあわせな暮らしづくり

　

すべての市民が安全で快適な生活環境の下、総合的

に保健・医療が受けられるやさしい市一健康福祉都市

－づくり

上・下水道の整備

環境衛生設備の整備

高齢者対策の拡充、福祉の充実

保健・医療体制の充実

憩いの広場・公園の整備

住宅の整備

4。子孫に誇れる郷土づくり

　

国土の保全と合理的利用を

図り、市全体にわたる交通・情

報網の中で安全で快適な生活

を営み、明日への活力を生み

出す快適な都市の基盤づくり

調和のとれた土地利用の整備

魅力ある市街地の整備

道路・交通網と情報網の整備

水資源の開発と利用

環境保全対策の推進

災害に強い防災・消防、施設の整備

5。市民参画の地域経営の推進

　

市民一人ひとりが高い自治意識を持ち対話と協調の

精神で行政と一体となり、快適な「やさしく力強い大

野づくり」を展開

市民参画の市政の確保

効率的な行政システムの確率

効果的で効率的な財政運営

　

各
種
施
策
を
推
進
す
る
上
で
、

「
大
野
ら
し
さ
」
の
活
用
と
中
部
縦

貫
自
動
車
道
の
完
成
を
見
据
え
た

施
策
の
展
開
を
戦
略
と
し
ま
す
。

「
大
野
ら
し
さ
」
の
活
用

　

大
野
は
ほ
か
に
な
い
資
源
に
恵

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
積
極
的

に
活
用
し
ま
す
。

▼
豊
富
な
地
下
水
▼
金
森
長
近
が

築
い
た
町
並
み
▼
大
野
丸
で
樺
太

を
開
拓
し
、
「
大
野
屋
」
を
全
国

に
展
開
し
た
進
取
の
気
象
あ
ふ
れ

る
先
人
の
歴
史
▼
ブ
ナ
の
天
然
林

や
渓
谷
美
あ
ふ
れ
る
河
川

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の

　
　
　

完
成
を
見
据
え
る

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
完
成
に

よ
り
、
大
野
市
は
福
井
県
の
新
し

い
玄
関
口
と
な
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
産
業
・
観
光
面
で
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

ら
を
見
据
え
た
施
策
に
今
か
ら
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
地
域
特
産
品
の
開
発
・
販
路
拡

大
▼
企
業
誘
致
の
促
進
▼
観
光
イ

ベ
ン
ト
の
充
実
、
観
光
施
設
の
整

備
▼
新
た
な
地
域
間
交
流
の
促
進

▼
道
路
交
通
網
の
整
備

今
後
の
取
り
組
み

　

市
で
は
健
全
財
政
を
維
持
し
な

が
ら
、
基
本
計
画
に
位
置
付
け
ら

れ
た
事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。



禰
重
な
魚
「
イ

7
1
1

’
L
∃
L
を
守
ろ
う

生
辰
に
β
き
れ
い
な
‥
男
が
必
芦

　

最
近
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
イ
ト
ヨ
。

子
供
の
こ
ろ
に
池
や
川
で
よ
く
見
た
こ
と
の
あ

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
生
活

水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
清
水
と
共
存
し
て

き
た
イ
ト
ヨ
に
は
、
ひ
と
き
わ
親
近
感
が
わ
き

ま
す
。
イ
ト
ヨ
の
保
護
と
環
境
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

保・護を通してまちづくり

水の多いときの本願清水とイトヨ

大
野
が
生
息
の
南
限

　

イ
ト
ヨ
は
地
球
の
北
半
球
の
寒

帯
か
ら
温
帯
に
か
け
て
、
広
い
範

囲
で
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ト
ヨ
は
も
と
も
と
海
水
域
と

淡
水
域
を
往
復
す
る
魚
で
す
。
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
海
で
生
活
し
、

春
に
な
る
と
小
川
や
池
・
湖
な
ど

の
淡
水
域
へ
と
さ
か
の
ぼ
っ
て
き

て
産
卵
を
し
て
、
秋
に
稚
魚
が
海

に
戻
る
と
い
う
生
活
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
イ
ト

ヨ
は
海
産
型
と
呼
び
ま
す
。

　

一
方
、
水
温
の
安
定
し
た
湧
水

池
な
ど
で
一
生
を
過
ご
す
よ
う
に

な
っ
た
タ
イ
プ
を
淡
水
型
（
陸
封

型
）
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
タ
イ
プ

は
海
産
型
に
比
べ
て
、
と
げ
が
短

く
体
長
に
対
し
て
体
高
が
高
い
ず

ん
ぐ
り
と
し
た
体
型
を
し
て
い
ま

す
。
湧
水
の
豊
富
な
大
野
盆
地
に

生
息
す
る
イ
ト
ヨ
は
こ
の
淡
水
型

に
な
り
ま
す
。

　

大
野
の
イ
ト
ヨ
が
陸
封
さ
れ
た

の
は
約
一
万
年
～
一
万
五
千
年
前

の
地
殻
変
動
に
関
係
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
大

野
の
イ
ト
ヨ
は
私
だ
ち
よ
り
は
る

か
に
昔
か
ら
大
野
に
住
み
続
け
て

き
た
の
で
す
。

　

淡
水
型
の
イ
ト
ヨ
の
生
息
地
と

し
て
は
、
大
野
市
の
ほ
か
に
栃
木

県
太
田
原
市
付
近
、
福
島
県
会
津

地
方
の
二
ヵ
所
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
イ
ト
ヨ
は
北
緯
3
5
度
以

北
に
分
布
し
ま
す
が
、
生
息
の
南

限
と
し
て
、
昭
和
九
年
五
月
一
日

に
国
の
天
然
記
念
物
「
本
願
清
水

イ
ト
ヨ
生
息
地
」
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

背
中
に
三
本
の
と
げ

　

イ
ト
ヨ
は
水
温
が
常
に
1
5
度
程

度
の
水
草
の
茂
っ
た
き
れ
い
な
湧

水
池
を
好
み
ま
す
。
え
さ
は
ヨ
コ

エ
ビ
や
水
生
昆
虫
類
な
ど
で
す
。

成
魚
の
体
長
は
約
五
～
七
ザ
で
、

雄
・
雌
と
も
体
の
色
は
緑
褐
色
を

し
て
い
ま
す
。
背
び
れ
の
前
方
に

互
い
に
離
れ
た
三
本
の
硬
い
針
状

の
と
げ
が
あ
り
ま
す
。
腹
部
に
は

ひ
れ
は
無
く
I
対
の
と
げ
が
あ

り
、
尻
び
れ
の
手
前
に
小
さ
な
と

げ
が
一
本
あ
り
ま
す
。

学名

ガステロステウス・

　　　　　　

アクレアーツス

分類

硬骨魚網トゲウオ目

　

トゲウオ科イトヨ属

　　　　　　　　　　　

イトヨ



お
父
さ
ん
は
子
育
て
上
手

　

産
卵
の
盛
ん
な
時
期
は
、
四
・

五
月
ご
ろ
で
す
。
繁
殖
期
に
雄
は

背
中
と
目
の
青
色
を
増
し
、
の
ど

か
ら
腹
部
に
か
け
て
鮮
や
か
な
紅

色
の
婚
姻
色
に
身
を
染
め
、
雌
の

気
を
引
こ
う
と
し
ま
す
。

　

雄
は
水
底
の
砂
泥
中
に
直
径
四

～
六
竺
、
深
さ
I
～
ニ
ザ
の
く
ぼ

み
を
口
で
掘
り
、
そ
こ
に
水
草
や

藻
な
ど
を
集
め
て
ト
ン
ネ
ル
状
の

巣
を
作
り
ま
す
。
完
成
す
る
と
雄

は
ジ
グ
ザ
グ
ダ
ン
ス
の
求
愛
行
動

で
雌
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
。
雌
が
巣
の

中
に
産
む
卵
は
一
回
に
三
十
～
百

五
十
個
で
す
。

　

雄
は
卵
が
ふ
化
す
る
ま
で
の
十

日
間
ほ
ど
は
、
胸
び
れ
を
使
っ
て

新
鮮
な
水
を
送
り
続
け
ま
す
。
ふ

化
し
た
稚
魚
が
巣
の
周
り
へ
泳
ぎ

出
す
と
、
雄
は
稚
魚
を
口
の
中
に

入
れ
て
巣
に
連
れ
戻
し
て
巣
立
つ

ま
で
外
敵
か
ら
守
ろ
う
と
し
ま
す
。

　

稚
魚
は
成
長
し
て
I
～
二
号
に

な
る
と
、
自
分
で
行
動
を
す
る
よ

う
に
な
り
、
雄
も
稚
魚
を
I
ヵ
所

に
集
め
て
お
こ
う
と
し
な
く
な
り

ま
す
。
雄
は
や
が
て
稚
魚
に
関
心

を
示
さ
な
く
な
り
、
産
卵
後
数
凋

間
も
た
つ
と
巣
の
場
所
を
離
れ
ま

す
。
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
き

た
稚
魚
も
、
同
じ
く
ら
い
の
大
き

さ
の
仲
間
同
士
で
か
た
ま
っ
て
行

動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

絶
滅
の
危
機
か
ら
救
お
う

　

以
前
イ
ト
ヨ
は
、
「
ハ
リ
シ
ン
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
市
内
の

所
々
で
容
易
に
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
は
、

湧
水
量
の
減
少
か
ら
か
そ
の
姿
を

見
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
確
認
で
き
る
生
息
箇
所

は
、
本
願
清
水
・
義
景
公
園
・
新

堀
川
・
下
中
野
清
水
・
泉
町
付
近

な
ど
ほ
ん
の
数
地
点
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
環
境
庁
編
の
日
本

版
レ
ッ
ド
ー
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
も

絶
滅
の
危
機
の
あ
る
生
物
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
イ
ト
ヨ
が
少
な
く
な

っ
て
い
く
の
を
静
観
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
活
動

も
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
本
願
清
水
で
は
「
イ
ト

ヨ
を
守
る
会
」
が
清
掃
●
草
刈

り
・
雪
囲
い
な
ど
の
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
市
教
育
委
員
会
で
も

池
の
底
に
た
ま
っ
た
泥
を
数
年
に

一
回
取
り
除
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
に
は
市
役
所
の
正

面
玄
関
ロ
ビ
ー
に
イ
ト
ヨ
の
水
槽

が
設
置
さ
れ
、
容
易
に
生
態
の
観

察
が
で
き
ま
す
。
今
年
の
春
に
は

水
槽
の
中
で
巣
作
り
の
様
子
や
縄

張
り
を
守
る
行
動
な
ど
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
六
月
に
は
「
大
野
イ
ト
ヨ

の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
イ
ト
ヨ
の

保
護
に
つ
い
て
広
く
考
え
て
い
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
イ
ト
ヨ
に
興
味
の
あ
る

六
十
六
人
が
参
加
。
現
在
は
旧
大

野
公
民
館
跡
地
横
の
研
究
棟
に
水

槽
を
四
つ
設
置
し
て
、
観
察
や
繁

殖
の
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
の
活
動
と
し
て
は
、
講
師
を
招

い
て
勉
強
会
や
本
願
清
水
の
泥
の

掃
除
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

イ
ト
ヨ
に
ゃ
さ
し
い
環
境
を

　

最
近
は
イ
ト
ヨ
の
保
護
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
市
内
各
地
の
昔
親

し
ん
だ
清
水
を
再
び
整
備
し
、
イ

ト
ヨ
の
住
む
水
環
境
を
復
活
さ
せ

よ
う
と
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り

イ
ト
ヨ
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
私

た
ち
が
水
の
大
切
さ
を
改
め
て
見

直
し
、
生
活
環
境
を
守
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
の
で
す
。
一
人
ひ
と

り
の
自
然
へ
の
小
さ
な
心
配
り
が

大
き
な
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

イ
ト
ヨ
が
い
つ
ま
で
も
住
め
る
環

境
を
守
り
ま
し
よ
う
。

イ
ト
ヨ
つ
て
か
わ
い
い
ね有終南小5年

山田幸子さん

　

市
役
所
の
ロ
ビ
ー
で
初
め
て

イ
ト
ヨ
を
見
ま
し
た
。
名
前
し

か
知
ら
な
く
て
メ
ダ
カ
み
た
い

な
魚
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
以
外
と
大
き
い
ん
で
す
ね
。

　

そ
し
て
「
お
父
さ
ん
の
小
さ

い
こ
ろ
は
、
ハ
リ
シ
ン
が
本
願

清
水
に
い
っ
ぱ
い
い
て
、
水
も

い
っ
ぱ
い
あ
り
泳
げ
た
ん
だ

よ
」
と
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
「
イ
ト
ヨ
の
会
」

の
話
を
聞
き
さ
っ
そ
く
入
会
し

ま
し
た
。
イ
ト
ヨ
を
観
察
す
る

と
、
動
き
が
変
わ
っ
て
い
て
と

て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。
昔
の

よ
う
に
た
く
さ
ん
イ
ト
ヨ
が
住

め
る
よ
う
に
と
な
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。

市役所ロビーの水槽

イトヨの環境講座

　

大野イトヨの会は国内のトゲウオ研究の

第一人者である森誠一さんを講師に、イト

ヨの目で水環境を見る公開講座を開きま

す。ぜひご参加ください。

　　

◆11月8日唸）午後7時～9時

　　　

文化会館鳳凰の間

　　　　

「イトヨの保護について」

　　

◆12月12日（木）午後7時～9時

　　　

有終会館305・306号室

　　　　

「イトヨと共に生きる」

問い合わせ先市教育委員会文化振興室

　　　　　　　

（豊66●1111内線546）まで



公表します

市職員などの給与

　

市職員などの給与は、地方自治法および地

方公務員法の規定に基づき、市の条例で定め

られています。平成7年度に支給された市長

など市三役・市議会議員・市職員の給料

（報酬）や手当、職員数などの状況を公表し

ます。皆さんの目でお確かめください。

●人件費の状況
（平成7年度普通会計決算）

人口（H8．3．31） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B／A） 平成6年度人件費率

41，128人 137億625万円 29億6，698万円 21．6％ 22．4％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

●特別職の報酬等の状況

（平成8年4月1日現在）

区分 給料月額 期末手当（7年度支給割合）

市長

助役

収入役

92万円

75万円

65万円

6月期1．6ヵ月

12月期1．9ヵ月

3月期0．5ヵ月　

計4．0ヵ月

区分 報酬月額

議長

副議長

議員

44万円

37万円

35万円

●定員の状況（各年4Jil1日現在）

区分
職員数 類似団体の職員数

H6年 H7年 H8年 H7年 増減

一般行政 255 247 252 297 △50

特別行政　
（教育） 96 96 95 86 10

公営企業等　
会計 13 13 13

合計 364 356 360

※臨時・嘱託を除いた職員数です。類似団体の公営企業等会計

　

部門の職員数は公表されていません。

●職員給与費の内訳
（平成8年度普通会計予算）

※職員手当には、退職手当は含まれていません。

　

主な手当としては、特殊勤務手当、通勤手当、

　

時間外勤務手当などがあります。

※期末勤勉手当とは、民間の夏期・冬期に支給さ

　

れるボーナスに相当するものです。



●職員の平均給料月額と平均年齢

　　　　　　　　

（平成8年4月1日現在）

※上段の数字は一般行政職、下段は技能労務職

　

を示します。

●一般行政職職員の経験年数別●学歴別

　

平均給料月額（平成8年4月1日現在）

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務

　

している場合の勤務年数をいいます。

●一般行政職の級別職員数

　　　　　　　　　　

（平成8年4月1日現在）

●主な職員手当の状況（平成7年度）

（1）期末・勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当 計

6月期 1．6ヵ月 0．6ヵ月 2．2ヵ月

12月期 1．9ヵ月 0．6ヵ月 2．5ヵ月

3月期 0．5ヵ月 一 0．5ヵ月

計 4．0ヵ月 1．2ヵ月 5．2ヵ月

※職制上の段階、職務の級などによる加算措置

　

があります。

（2）退職手当

区分
支給率

自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21．0ヵ月 28．875ヵ月

勤続25年 33．75ヵ月 44．55ヵ月

勤続35年 47．5ヵ月 62．7ヵ月

最高支給限度額 60．0ヵ月 62．7ヵ月

一人当たり平均支給額 1，612万9，000円

※1人当たり平均支給額は、7年度に退職した

　

全職種の職員に支給された平均額です。

（3）特殊勤務手当

職員全体に占める手当支給職員の割合 40．1％

支給対象職員一人当たりの平均支給年額 7万8，709円

手当の種類 23種態

※多くの職員に支給されている主な手当

　

①自動車運転業務手当②保育業務手当③清掃業務手当

　

④税務事務手当⑤公民館業務手当

（4）時間外勤務手当

支給総額 7，488万〇，000円

職員一人当たりの平均支給年額 23万6，000円
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1

　

ご
存
じ
で
す
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
大
野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
い
て
い
ま
す
。

　

大
野
市
を
市
民
の
皆
さ
ん
が
住

み
や
す
い
町
に
し
よ
う
と
、
地
域

の
情
報
を
伝
え
る
た
め
次
の
三

つ
を
目
的
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。

・
市
民
の
皆
さ
ん
へ
情
報
提
供

・
市
外
の
人
へ
の
情
報
発
信

・
電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
て
情
報
の

　

受
発
信

　

観
光
ガ
イ
ド
か
ら
市
の
窓
口
業

務
の
案
内
・
最
近
の
話
題
な
ど
内

容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
に
な
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
ア
ク
セ
ス

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

問
合
せ
先
大
野
市
総
務
課
情
報

　

管
理
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
3
7
）

URLhttD：／／www．mitene．or．iD／～ono／

電子メールono＠mitene．o「．」p教育委員に

　

久保田輝彦氏

　

9月定例市議会で、任

期満了に伴う教育委員の

任命と人権擁護委員の選

出が行われました。
【教育委員】

久保田輝彦

　

（58歳・井ノ口）新任

土屋幸男

　

（59歳・阿難祖領家）

　　　　　　　　

再任

【人権擁護委員】

広瀬敏子

　

（66歳・元町）再任

平家平の資ドヂフ牢

樹齢おおむね1000年、
幹周り8ノ7祉．

　

市
教
育
委
員
会
は
こ
の
ほ
ど
、

巣
原
の
平
家
平
に
あ
る
大
き
な
ト

チ
ノ
キ
を
市
指
定
文
化
財
の
天
然

記
念
物
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ト
チ
ノ
キ
は
、
こ
と
し
市

が
買
収
し
た
平
家
平
の
山
林
百
九

上
六
白
の
中
に
あ
り
、
樹
齢
は
お

お
む
ね
千
年
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

幹
周
り
は
八
・
七
口
で
、
樹
勢
は

今
で
も
盛
ん
で
林
の
中
に
ど
っ
し

り
と
立
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
・

長
寿
の
ト
チ
ノ
キ
は
ほ
か
に
な

く
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

市
が
買
収
し
て
市
民
に
開
放
し
た

こ
と
か
ら
、
今
後
は
身
近
に
接
し

た
り
、
観
察
し
た
り
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ト
チ
ノ
キ
の
実
は
古
く
か
ら
食

用
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
明
治

時
代
に
は
家
具
材
に
使
う
目
的
で

伐
採
が
進
み
大
木
は
な
く
な
り
か

け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
西
谷
村
誌
」
に
は
、
明
治
四
上

一
年
巣
原
区
の
住
民
が
副
食
に
す

る
ト
チ
ノ
キ
の
実
の
確
保
を
目
的

に
、
ト
チ
ノ
キ
（
り
伐
採
を
禁
ず
る

連
署
を
作
成
し
た
と
の
記
述
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
木
は
山
の
守
り
神山口恒雄さん

（堂本）

　

巣
原
地
区
の
出
身
で
、
長
い

間
平
家
平
の
山
林
を
世
話
し
て

き
ま
し
た
。
で
も
こ
の
ト
チ
ノ

キ
が
あ
る
場
所
は
て
ん
ぐ
の
伝

説
が
あ
り
、
人
が
あ
ま
り
近
づ

か
な
か
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
大

木
が
あ
る
と
は
だ
れ
も
知
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
十
年
ほ
ど

前
に
初
め
て
こ
の
木
を
見
て
、

そ
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
木
を
残
す
こ
と
は
、

自
然
を
愛
す
る
こ
と
で
す
。
こ

の
ト
チ
ノ
キ
も
ず
っ
と
元
気
で

い
て
欲
し
い
も
の
で
す
。



エキサイティング

スポーツ

情X報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

W｀，ま｀jII・φ，tl●卜sFrゞ｀Iμ？Hlj“｀－I‘ぐ卜I

｜

r・ぷ

ま｜

し

1

．｀

i

．まま11111

’゛｀

Fま11’
まま，まままま

．

『

［＾．＾＾l｜｜｜｜Plgr＾‖‖¨・4。1皿I°・ま

・■rrii・゛）゛・1゛゛゜’｜出1111111jまグIiiiiiiii；吋B

］

l

ま

回

ま

挑

j；

、。

ぷ

ままま

。、

まま。。ま

多
沿鮮j

　

ス
ポ
ー
ツ
日
和
に
ふ
さ
わ
し
い

秋
晴
れ
の
十
月
十
日
、
市
内
の
五

会
場
で
第
一
回
大
野
市
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
や
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、

エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
な
ど
の
種
目
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
、
約

七
百
人
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

種
目
に
よ
っ
て
は
、
親
子
の
部

や
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
家
族
で
楽
し
そ
う
に
プ

レ
イ
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
会
場
の
真
名

川
憩
い
の
島
で
は
、
子
供
た
ち
が

が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
教
わ
り
な
が
ら
競
技
し
、
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ら
し
く
三
世
代
で

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

●
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

参
加
チ
ー
ム
を
募
集

日
時
1
1
月
1
0
日
⑥
午
前
9
時

　

開
会

場
所
有
終
南
小
学
校
体
育
館

参
加
資
格
高
校
生
を
除
く
市
内

　

に
住
む
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
者

競
技
方
法
男
女
混
合
9
人
制

締
切
H
月
8
日
②
（
た
だ
し
当

　

日
の
参
加
も
可
能
）

申
込
・
問
合
せ
先
市
バ
レ
ー
ボ

　

ー
ル
協
会
池
端
定
男
さ
ん

　
　

（
清
瀧
1
2
0
1
2
2
豊
6
5
・

　

2
2
2
1
）
ま
で

・
大
野
青
年
の
家

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
H
月
1
0
日
⑥
午
前
1
0
時

　

開
会

場
所
大
野
青
年
の
家
体
育
館

参
加
料
一
人
5
0
円
（
傷
害
保
険

　

料
と
し
て
）

締
切
H
月
5
日
囚

申
込
●
問
合
せ
先
大
野
青
年
の

　

家
（
中
野
5
7
－
6
－
I
容
6
5

　

・
7
1
0
3
）
ま
で

・
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室

　

最
近
太
り
ぎ
み
と
感
じ
て
い
る

人
や
、
運
動
不
足
の
人
は
い
ま
せ

ん
か
。
気
軽
に
で
き
る
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
教
室
が
開
か
れ
ま
す
。

日
時
H
月
1
8
日
⑥
・
2
2
日
②
・

　

2
9
日
②
・
1
2
月
2
日
⑥
・
6
日

　

②
・
9
日
⑥
・
1
3
日
②
・
1
6
日

　

⑩
（
計
八
回
）
午
後
7
時
3
0
分

　

～
9
時
3
0
分

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象
市
内
に
住
む
一
般
男
女

　
　

（
高
校
生
以
下
は
除
く
）

内
容
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
●
ダ
ン
ベ

　

ル
体
操

定
員
先
着
3
0
人

参
加
費
3
0
0
円
（
傷
害
保
険

　

料
と
し
て
）

準
備
物
内
履
き
用
シ
ュ
ー
ズ

締
切
H
月
1
2
日
収

申
込
●
問
合
せ
先
市
エ
キ
サ
イ

　

ト
広
場
総
合
体
育
施
設
（
豊
6
6

　

・
1
4
3
3
）
ま
で
。
水
曜
日

　

は
休
館
日
で
す

施設

スポット

⑩大野元町会館

　

七
間
通
り
と
五
番
通
り
の
角
に

あ
る
元
町
会
館
は
、
ま
ち
な
か
観

光
を
進
め
る
た
め
、
平
成
六
年
三

月
に
休
憩
施
設
と
し
て
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

七
間
通
り
に
面
し
た
玄
関
横
に

は
、
地
下
水
を
く
み
揚
げ
る
手
押

し
ポ
ン
プ
が
備
え
付
け
て
あ
り
、

昔
な
が
ら
の
情
緒
を
醸
し
出
し
て

い
ま
す
。

　

正
面
の
観
光
案
内
ギ
ャ

ラ
リ
ー
部
に
は
、
特
産
品

の
展
示
の
ほ
か
畳
敷
き
の

の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
を
利
用
し
て

日
曜
日
の
午
前
中
に
は
、

朝
市
出
荷
組
合
が
加
工
品

を
販
売
し
て
お
り
、
観
光

客
の
間
で
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

　

最
近
で
は
越
前
こ
ぶ
し

組
が
こ
こ
を
発
着
点
に
し

て
人
力
車
の
運
行
を
開
始

し
て
い
て
、
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

　

北
側
に
は
駐
車
場
が
あ
り
、
そ

の
奥
に
観
光
客
用
の
ト
イ
レ
も
整

備
し
て
あ
り
ま
す
。

　

会
館
に
は
会
議
室
も
あ
り
、
集

会
所
と
し
て
の
機
能
も
持
っ
て
い

て
、
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
会
館
の
維
持
管
理
は
、
地
元

の
運
営
委
員
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
方
々
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

地
域
に
密
着
し
た
施
設
と
し
て
、

観
光
客
ば
か
り
で
な
く
市
民
の
皆

さ
ん
も
、
気
軽
に
お
立
寄
り
く
だ

さ
い
。

開
館
時
間
午
前
8
時
3
0
分
～
午

　

後
5
時

問
合
せ
先
大
野
市
役
所
財
政
課

　

管
財
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
2
3
4
）
ま
で



栄養改善計画

来
年
4
月
か
ら
栄
養
相
談
や

　
　

一
般
栄
養
指
導
は
市
役
所
で

　

今
ま
で
県
が
担
当
し
て
い
た
栄
養
相
談
や
一
般
栄
養
指

導
は
、
平
成
九
年
四
月
か
ら
市
町
村
が
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
市
で
は
広
く
健
康
増
進
を
図
る
た
め

健
康
管
理
の
施
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
行
政

と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
住
民
参
画
型
の
事
業
を
行
い
、

健
康
な
大
野
を
目
指
し
ま
す
。

進
ん
で
健
康
管
理
を

　

こ
れ
ま
で
栄
養
改
善
法
に
よ
っ

て
都
道
府
県
が
実
施
し
て
い
た
栄

養
相
談
や
一
般
栄
養
指
導
は
、
同

法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

平
成
九
年
四
月
か
ら
市
町
村
が
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
単
に
病
気
に
な
ら
な
い

と
い
っ
た
消
極
的
予
防
に
と
ど
ま

ら
ず
、
日
常
生
活
の
中
で
積
極
的

に
健
康
を
保
持
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
れ
が
毎
日
の
生
活

習
慣
と
し
て
定
着
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

年
代
ご
と
に
考
え
よ
う

　

市
は
栄
養
改
善
法
に
基
づ
い
て
、

乳
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
健

康
の
管
理
と
指
導
の
施
策
を
計
画

し
ま
し
た
。

　

母
子
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
生
涯

に
わ
た
る
健
康
な
体
づ
く
り
を
心

掛
け
、
妊
産
婦
の
貧
血
予
防
や
離

乳
食
の
与
え
方
、
一
歳
半
か
ら
三

歳
ま
で
に
増
え
る
虫
歯
予
防
な
ど

の
栄
養
指
導
や
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
は
学
校
給
食
で
栄

養
的
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
も
家
庭
で
は
、
食
生
活
が
不
規

則
に
な
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
体
位
、
体
力
の
発

達
が
著
し
く
、
栄
養
所
要
量
も
最

も
高
く
な
る
時
期
で
す
。
平
成
六

年
度
県
民
栄
養
調
査
よ
る
十
五
歳

か
ら
十
九
歳
の
栄
養
摂
取
状
況
を

カ
ル
シ
ウ
ム
と
鉄
分
に
つ
い
て
み

る
と
図
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

骨
を
丈
夫
に
し
貧
血
を
予
防
す
る

た
め
の
実
習
を
と
お
し
て
知
識
の

定
着
を
図
り
ま
す
。

　

成
人
は
積
み
重
ね
て
き
た
食
生

活
の
習
慣
と
運
動
不
足
、
ス
ト
レ

ス
な
ど
が
原
因
に
な
り
、
成
人
病

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
病
態
別
の
栄
養
指
導

や
体
験
学
習
な
ど
で
、
健

康
の
保
持
、
増
進
を
図
り

ま
す
。

　

老
人
に
つ
い
て
は
、
食

生
活
の
自
立
支
援
や
心
身

の
機
能
低
下
を
予
防
す
る

た
め
に
、
個
々
に
応
じ
た

食
事
指
導
や
相
談
を
行
い

ま
す
。

地
域
と
共
に

　

健
康
づ
く
り
を

　

今
後
と
も
広
く
健
康
増

進
施
策
を
推
進
す
る
た
め

に
、
行
政
と
共
に
地
域
で

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

食
生
活
改
善
推
進
員
の
育
成
を
継

続
し
て
進
め
ま
す
。

　

市
で
は
住
民
参
画
型
の
食
生
活

改
善
事
業
を
行
い
、
「
あ
た
た
か

い
心
の
か
よ
う
ま
ち
・
健
康
な
大

野
」
を
目
指
し
ま
す
。

カルシウム充足状況

鉄充足状況

f間をかけず

家族と同じメニューを

普洲11；

刻みt

iim＾jm

ミキサーt

と、展開させて

おいしさを

わかち合いたい

皆さんの健康づくりを後押しします●保健センター（豊65－7333）



暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

訪問販売法が
改正になります

電話勧誘にクーリング・オフを適用

マルチ商法の制度期間も延長

　

消
費
者
の
心
理
を
巧
み
に
利
用
し
た
マ
ル
チ
商
法
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
今
回
訪
問
販
売
法
が
改
正
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
今
ま
で
適
用
外
で
あ
っ
た
電
話
勧
誘
販
売
に
も

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
「
し
ま
っ
た
、
い
ら
な
い
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
ク

ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
制
度
を
利
用
し
ま
し
よ
う
。

増
え
る
電
話
勧
誘
の
被
害

　

近
年
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
就

職
難
や
会
社
の
終
身
雇
用
に
対
す

る
先
行
き
の
不
安
か
ら
、
若
者
を

中
心
に
資
格
取
得
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
資

格
講
座
を
中
心
に
電
話
で
消
費
者

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
契
約
の
成
立

ま
で
も
し
て
し
ま
う
電
話
勧
誘
の

被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
被
害
が
続
い
て
い
る
マ
ル

チ
商
法
は
、
禁
止
行
為
の
規
制
対

象
者
の
範
囲
が
狭
く
、
取
締
り
が

難
し
い
な
ど
の
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
し
て
、

訪
問
販
売
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

解
約
は
8
日
以
内
に

　

事
業
者
か
ら
の
電
話
で
、
勧
誘

か
ら
契
約
に
ま
で
至
る
電
話
勧
誘

は
、
突
然
電
話
で
契
約
を
迫
ら
れ

る
と
い
う
不
意
打
ち
性
が
高
い
販

売
方
法
で
す
が
、
法
の
規
制
対
象

と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
法
改
正
で
、
販
売
業
者

が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目

は
次
の
と
お
り
で
す
。

氏
名
等
の
明
示

　

電
話
勧
誘
を
行
う
と
き
に
は
、

相
手
方
に
販
売
業
者
の
種
類
な

ど
の
名
称
、
勧
誘
者
の
氏
名
、

商
品
の
種
類
、
そ
の
電
話
が
売

買
契
約
を
結
ぶ
た
め
の
勧
誘
で

あ
る
こ
と
を
告
げ
な
け
ば
な
り

ま
せ
ん
。

再
勧
誘
の
禁
止

　

契
約
し
な
い
と
意
思
表
示
を

し
た
人
に
、
再
勧
誘
を
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

書
面
交
付
の
義
務

　

契
約
の
申
込
み
を
受
け
た
時

は
、
三
～
四
日
以
内
に
そ
の
契

約
内
容
を
記
載
し
た
書
面
を
相

手
に
交
付
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

不
実
の
告
知

　
　

「
必
ず
も
う
か
る
」
と
言
っ

て
勧
誘
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
の
適
用

　

電
話
勧
誘
販
売
に
も
ク
ー
リ

ン
グ
ー
オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
期
間
は
訪
問
販
売
と
同

じ
八
日
間
で
す
。

甘
い
言
葉
や
脅
し
も
禁
止

　

マ
ル
チ
商
法
は
「
も
う
か
る
」
、

「
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
言
っ
て

誘
い
、
商
品
を
買
わ
せ
た
り
入
会

金
を
出
さ
せ
て
販
売
組
織
に
加
入

さ
せ
ま
す
。
そ
の
加
入
者
も
ま
た

も
う
け
る
た
め
に
同
じ
方
法
で
友

人
知
人
を
誘
い
、
販
売
組
織
に
引

き
込
ん
で
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
規
制
対

象
範
囲
の
拡
大
で
す
。
「
必
ず
も
う

か
る
」
と
言
っ
て
勧
誘
し
た
り
、

脅
し
た
り
す
る
禁
止
行
為
の
規
制

対
象
の
範
囲
が
マ
ル
チ
商
法
の
取

引
に
係
わ
る
も
の
全
体
に
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
の
期

間
は
従
来
の
十
四
日
間
か
ら
二
十

日
間
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
「
し
ま
っ
た
、

い
ら
な
い
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
を
利
用
し
ま

し
よ
’
つ
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ・豊66・111仰復463
In－fw
生活嶼：mi．1



■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

阿木耀子さん、

　　

御清水をエッセイに

＜るー・39登場 達人

軟
式
野
球
の
「
達
人
」
を
目
指
し
て

　

軟
式
野
球
チ
ー
ム
の
「
達
人
」

は
、
市
内
で
働
く
気
の
合
う
仲
間

が
、
親
睦
を
目
的
に
平
成
五
年
四

月
に
結
成
し
ま
し
た
。
現
在
の
会

員
数
は
十
四
人
で
す
。

　

全
員
野
球
が
大
好
き
で
、
自
分

た
ち
の
チ
ー
ム
を
持
つ
こ
と
が
夢

で
し
た
。
代
表
を
務
め
る
斉
藤
幸

司
さ
ん
（
下
据
）
と
キ
ャ
プ
テ
ン

の
山
崎
勝
彦
さ
ん
（
木
本
）
が
発

起
人
に
な
り
、
同
級
生
や
地
域
の

仲
間
に
呼
び
か
け
、
夢
が
実
現
し

ま
し
た
。
練
習
は
月
に
三
回
程
度
。

上
庄
中
学
校
や
陽
明
中
学
校
で
行

っ
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
「
明

る
く
楽
し
く
野
球
を
し
よ
う
」
と

の
こ
と
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
が
自
慢
で
す
。

　

一
年
を
通
し
て
軟
式
野
球
連
盟

主
催
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
や
リ
ー
グ

戦
な
ど
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
六
月
に
開
催
さ
れ
た
市
連
盟

会
長
杯
で
は
、
見
事
に
優
勝
し
大

野
市
を
代
表
し
て
県
体
に
出
場
し

ま
し
た
。
準
決
勝
で
敗
退
し
三
位

に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
晴
れ
の
舞

台
で
全
力
を
出
し
き
つ
だ
こ
と
に

満
足
し
て
い
ま
す
。
八
チ
ー
ム
で

構
成
す
る
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
で

は
、
現
在
二
位
に
つ
け
て
い
ま

す
。

　

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
体
力

づ
く
り
と
シ
ー
ズ
ン
中
出
来
な

か
っ
た
家
族
サ
ー
ビ
ス
に
も
精

を
出
す
と
の
こ
と
で
す
。

　

当
初
は
楽
し
む
こ
と
を
目
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
実

力
の
向
上
と
共
に
少
し
ず
つ
結

果
も
求
め
る
よ
う
に
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
山
崎
さ
ん
は

「
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
な
の
で

試
合
に
出
ら
れ
な
い
人
も
あ
り
、

交
替
が
い
な
い
時
も
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
仲
間
が
増
え
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
市
民
大
会
で
優
勝
し
た

い
で
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

現
在
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
、
山
崎
勝
彦
さ
ん

（
豊
6
4
●
1
0
0
2
夜
間
の
み
）

ま
で
。

フックトーク

たいt

『
幕
末
早
春
賦
』

『
そ
ろ
ぱ
ん
武
士
道
』

　

大
野
市
が
全
国
に
誇
れ
る
も
の

の
一
つ
に
、
幕
末
の
大
野
藩
の
施

策
が
あ
り
ま
す
。
明
倫
館
や
洋
学

館
の
開
設
、
大
野
屋
の
展
開
、
大

野
丸
に
よ
る
開
拓
事
業
な
ど
で
す
。

　

山
に
囲
ま
れ
た
小
藩
が
や
っ
て

の
け
た
他
に
類
を
見
な

い
偉
業
だ
け
に
、
小
説

の
題
材
と
な
り
や
す
い

の
で
し
ょ
う
。
大
野
が

舞
台
に
な
っ
て
い
る
小

説
は
、
こ
の
時
代
の
も

の
が
目
に
付
き
ま
す
。

　

有
明
夏
夫
氏
の
「
幕

末
早
春
賦
」
は
、
明
倫

館
、
洋
学
館
で
学
び
、

通
訳
さ
ら
に
は
医
者
へ

の
道
を
歩
ん
だ
青
年
、

宮
五
郎
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
作
中
で
宮
五
郎

は
「
自
由
」
の
意
味
と

「
p
e
o
p
l
e
」
を

ど
う
訳
す
か
悩
み
ま
す
。
幕
末
と

い
う
時
代
を
考
え
る
と
、
大
野
藩

の
施
策
に
は
ま
さ
に
そ
の
「
自
由
」

と
「
p
e
o
p
l
・
e
」
が
息
づ
い

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
に
対
し
大
野
屋
に
焦
点
を

当
た
作
品
が
、
今
春
出
版
さ
れ
た

「
そ
ろ
ば
ん
武
士
道
」
で
す
。

　

著
者
の
大
島
昌
宏
氏
は
、
福
井

市
出
身
で
す
。
借
金
が
歳
入
の
八

十
年
分
と
い
う
大
野
藩
を
復
興
さ

せ
て
い
っ
た
、
内
山
良
休
を
「
天

保
の
リ
ス
ト
ラ
に
取
り
組
ん
だ
男
」

と
し
て
描
い
て
い
ま
す
。

　

二
冊
と
も
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す

が
、
大
野
市
の
歴
史
を
読
み
、
今

の
時
代
を
考
え
る
の
も
面
白
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
市
図
書
館
（
豊
6
5
。

　

5
5
0
0
）
ま
で

『そろばん武士道』

　　

大島昌宏著

　　　

新潮社

『幕末早春賦』

　

有明夏夫著

　

文蘇春秋社



私宅／v＼こ，そ

統
計
調
査
が
多
す
ぎ
る
の
で
は

　

i
i
F
Q

　

私
は
市
内
で
サ
ー
ビ

ス
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

家
族
だ
け
の
小
さ
い
事

業
所
で
、
毎
日
忙
し
く
働
い
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
先
日
、
事
業
所
統
計

調
査
を
十
月
一
日
現
在
で
記
入
す

る
よ
う
調
査
員
が
や
っ
て
来
ま
し

た
。
さ
し
て
記
入
事
項
は
多
く
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
ま
た
か
と
の

思
い
が
し
ま
し
た
。

　

去
年
の
国
勢
調
査
は
当
然
の
こ

と
に
し
ろ
、
そ
の
前
に
も
サ
ー
ビ

ス
業
を
対
象
に
し
た
調
査
が
あ
り

ま
し
た
。

　

忙
し
い
中
で
少
し
で
も
役
に
立

て
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
同
じ

よ
う
な
調
査
を
な
ぜ
何
度
も
す
る

の
で
す
か
。
調
査
の
細
か
な
デ
ー

タ
が
、
直
接
大
野
市
の
政
策
に
反

映
さ
れ
る
の
な
ら
良
い
の
で
す
が
。

　
　
　
　
　
　

（
市
内
自
営
業
者
）

A

　

日
頃
か
ら
各
種
統
計

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

統
計
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
き

国
が
行
う
指
定
統
計
調
査
で
す
。

国
勢
調
査
を
は
じ
め
、
工
業
統
計

や
商
業
統
計
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
そ
の
調
査
目
的
な
ど
に

よ
り
、
五
年
・
三
年
ご
と
、
ま
た

は
毎
年
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

年
に
よ
っ
て
は
短
期
間
に
複
数

の
調
査
が
重
な
る
こ
と
が
あ
り
、

負
担
を
お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
は
、

ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
国
も
、
調

査
目
的
や
調
査
対
象
が
異
な
る
必

要
最
小
限
の
調
査
の
み
を
実
施
す

る
と
い
う
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

調
査
実
施
に
際
し
て
調
査
の
内

容
が
漏
れ
た
り
別
の
こ
と
に
使
わ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
あ
く
ま
で
統

計
の
デ
ー
タ
と
し
て
の
み
活
用
さ

れ
ま
す
。
個
々
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
法
的
に
保
護
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

個
々
の
デ
ー
タ
を
市
が
直
接
利

用
す
る
こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
得
ら
れ
た
結
果
は
、

国
・
県
は
も
と
よ
り
当
市
の
各
種

事
業
の
計
画
・
実
施
の
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

統
計
デ
ー
タ
の
集
計
結
果
は
、

市
の
広
報
や
統
計
書
な
ど
で
広
く

皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ご
面
倒

で
も
、
今
後
と
も
統
計
調
査
に
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
（
総
務
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
―
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

邑四隣氷J

農
村
に
開
く
「
虹
の
花
」

建
石
美
佐
子
さ
ん
（
堅
城
五
条
方
）

　

建
石
美
佐
子
さ
ん
は
農
業
に
従

事
す
る
女
性
グ
ル
ー
プ
「
虹
の
花
」

の
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
ど
、
五
条
方
に
特
産
物
の
開
発

や
消
費
者
と
の
交
流
を
目
的
に
し

た
「
虹
の
花
工
房
」
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
ま
し
た
。

　

建
石
さ
ん
は
米
や
里
芋
、
イ
チ

ゴ
、
花
の
苗
な
ど
を
栽
培
し
て
い

る
専
業
農
家
で
す
。
今
ま
で
も
グ

ル
ー
プ
で
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
加

工
、
販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

農
業
は
命
あ
る
植
物
を
育
て
、

成
長
を
見
守
り
、
成
果
が
得
る
こ

と
が
で
き
る
と
て
も
お
も
し
ろ
い

も
の
と
語
る
建
石
さ
ん
で
す
。
で

も
、
何
か
消
費
者
が
体
験
で
き
る

施
設
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
新
し
い
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が

無
い
、
事
業
化
へ
向
け
て
新
商
品

が
で
き
な
い
と
の
思
い
か
ら
で
し

た
。

　

こ
の
思
い
を
解
消
す
る
た
め
の

第
一
歩
が
、
「
虹
の
花
工
房
」
の

建
設
で
し
た
。
施
設
を
利
用
し
て

花
の
写
真
展
を
開
く
な
ど
、
新
し

い
試
み
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

農
産
物
を
使
っ
た
新
し
い
加
工
品

を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
ジ

ャ
ム
作
り
に
奮
闘
中
で
す
。

　

建
石
さ
ん
は
「
も
っ
と
消
費
者

と
の
交
流
を
図
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
将
来
は
商
品
の
開
発
や

販
売
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
が

こ
こ
に
来
て
心
が
休
ま
る
よ
う
な

施
設
に
し
た
い
で
す
ね
」
と
夢
が

ふ
く
ら
み
ま
す
。

お
知
ら
せ

●
大
野
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

　

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

大
野
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
で
は
月
二
回
、
奉
仕
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
例
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

会
員
以
外
の
人
も
参
加
で
き
る

ド
ラ
イ
ブ
例
会
も
企
画
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時
H
月
m
一
日
⑨
午
前
1
0
時

集
合
場
所
誓
念
寺

対
象
3
0
歳
ま
で
の
社
会
人

参
加
料
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
ロ
ー
タ

　

ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
藤
井
さ
ん

　

（
容
6
6
・
2
9
4
3
）
ま
で

●
水
生
生
物
の
観
察
会

日
時
H
月
9
日
①
午
前
9
時

　

～
H
時

場
所
県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

　
　

（
南
六
呂
師
）

参
加
料
無
料

締
切
H
月
6
日
⑥

申
込
・
問
合
せ
先
開
成
中
学
校

　

イ
ト
ヨ
ー
ズ
土
蔵
清
治
さ
ん

　

（
豊
6
5
・
4
6
8
0
）
ま
で



解けたかな、人生を楽しむ方程式

ピーター・フランクルさん講演

　

テレビや雑誌でおなじみのピーター・フラ

ンクルさんの講演会が9月25日に文化会館で

行われました。ピーターさんは世界的な数学

者であり、「富蘭平太」を名乗る大の日本通

でもあります。コミカルな衣装を身にまとい、

得意の大道芸も披露。集まった満員の市民に

人生を楽しむためには、夢、勇気、友人の3

つの「ゆ」という方程式が大切だと教えてく

れました。

知り、見て、考え～やってみよう

大前研一氏が地方の時代を力説

　

10月5［。］、文化会館で越前大野嘔成塾と淑

教育委員会主催による大前研一一氏の講演会が

行われました。こ才1からは地方のエネルギー

を有効に使わなければならないと力説。イン

ターネットやマルチメディアなど通信技術の

めざましい進歩によ0、中央と地方の距離が

著しく減少している。地方にいるから何もで

きないという言い訳は、通用しないと指摘。

氏の鋭い視点に、会場を訪れた人はうなずく

ことしきりでした。

花ブランコが登場

六呂師高原すすき祭り

　

中秋の風物詩ともなった六呂師高原すすき祭

りが、10月6日に行われました。秋の六呂師高

原を楽しんでもらおうと、毎年六呂師高原振興

会が開いているものです。今回は山菜おこわや

ダイコン飯を味わえる「すすき茶屋」やススキ

を使っての工作教室が行われたほか、入り日近

くにはススキやコスモスで飾った花ブランコが

置かれました。スノーボードファッションショ

ーも開かれ、訪れた家族連れらは、さわやかな

高原を満喫していました。

話遇回也場秘書広報課広報広聴係≪t6e－it！1］



勅鵬回也塵

入学準備は交通安全か・Ξ

杉の子クラブ親子のつどい

　

10月12日、市と交通安全杉の子クラブによ

る交通安全教室が行われました。これは市内

の来年入学予定の全幼稚園児、保育園児とそ

の保護者を対象にして、親子で交通ルールを

学ぶものです。会場の下庄小学校体育館には

園児たち約400人が集まり、声を合わせて

交通安全の誓いを読み上げました。その後保

護者による交通安全の寸劇やクイズラリーが

行われ、楽しみながら交通ルールを学んでい

ました。

感動の心を作品に

わたしの賢治展

　

宮滓賢治の生誕百年を記念して、今年さま

ざまな行事を行っているおおの図書館友の会

が、10月11日から16日まで産業文化展示館と

図書館において「わたしの賢治展」を開催し

ました。作品は広く市民から募集しました。

銀河鉄道をモチーフにした絵や写真、陶器な

どに作者それぞれの賢治に対するイメージが

込められていました。会では20日にも、芥川

賞作家の池渾夏樹氏の講演や音楽祭なども行

いました。

コブシ咲く春が待ち遠しい

JR越前大野駅に記念植樹

　

鉄道の日の10月14日、JR越前大野駅にコブ

シの苗木が植えられました。JR利用客ヘイメ

ージアップにつながればと、市が寄贈したもの

です。コブシの苗木は越前大野鉄道部長、市長

らの手によって植えられました。苗木は構内を

中心に約300にに3侃間隔で100本植えら

れました。市の花であるコブシは、可憐な白い

花を付けますが、来春には観光客や通勤客の目

を楽しませてくれることでしょう。

身祈，な腎｜降をお知らせください。



お
知
ら
せ

11月

I
F
W
’
｀
―
―

　

春
休
み
に
貴
重
な
体
験
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

期
日
平
成
9
年
3
月
3
1
日
⑥
～

　

4
月
6
日
面

行
き
先
沖
縄

対
象
小
学
5
・
6
年
生
と
中
学

　

生
の
男
女

内
容
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
、
寄
港
地

　

見
学
、
船
内
研
修

参
加
費
6
万
8
0
0
0
円

定
員
2
人

締
切
H
月
3
0
日
①

申
込
・
問
合
せ
先
B
＆
G
海
洋

　

セ
ン
タ
ー
（
酋
6
4
・
1
3
1
1
）

　

ま
で

●
里
親
を
求
め
て
い
ま
す

　
　

「
里
親
制
度
」
と
は
、
家
庭
的

に
恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
を
有
志

の
人
に
預
か
っ
て
い
た
だ
き
、
温

か
い
家
庭
の
中
で
育
て
て
い
く
制

度
で
す
。
県
で
は
、
里
親
に
な
っ

て
く
だ
さ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
県
中
央
児
童

相
談
所
（
豊
0
7
7
6
・
2
4
・
5

1
3
8
）
ま
た
は
市
福
祉
事
務
所

家
庭
児
童
相
談
所
（
容
6
6
・
1
1

1
1
内
線
4
7
7
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

船
I
ド
ー
＼
～

　
　
　
　
　
　

ド
し
『
ノ
．

　

毎
年
6
月
に
開
催
さ
れ
る
建
設

省
主
催
の
「
ま
ち
づ
く
り
月
間
運

動
」
の
一
環
と
し
て
「
私
の
ま
ち

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
写
真
を
募

集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

　

む
人
々
の
活
動
、
ま
ち
づ
く
り

　

に
よ
っ
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ま

　

ち
の
表
情
、
ま
ち
を
舞
台
と
し

　

た
人
々
の
生
活
・
活
動

サ
イ
ズ
白
黒
、
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

　

ト
（
ス
ラ
イ
ド
、
組
写
真
を
除

　

く
）
で
、
キ
ャ
ビ
ネ
判
以
上
か

　

ら
四
ツ
切
り
ま
で

締
切
平
成
9
年
1
月
3
1
日

応
募
先
〒
1
1
3
東
京
都
文
京

　

区
本
郷
2
丁
目
1
5
－
1
3
（
社
）

　

日
本
交
通
計
画
協
会
内
「
わ
た

　

し
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

事
務
局
（
豊
0
3
・
3
8
1
6
・

　

1
7
9
1
）
ま
で

　

H
月
1
0
日
⑧
は
、
大
野
青
年
の

家
施
設
開
放
の
日
で
す
。
青
年
の

家
で
活
動
を
す
る
各
教
室
や
ク
ラ

ブ
に
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
大
野
青
年
の

家
（
豊
6
5
・
7
1
0
3
）
ま
で
。

第
一
研
修
室
午
前
＝
歌
謡
教
室

　

・
午
後
＝
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

第
二
研
修
室
午
前
＝
大
正
琴
教

　

室
・
午
後
＝
手
芸
ク
ラ
ブ

茶
室
午
後
＝
抹
茶
教
室

和
室
午
前
＝
せ
ん
茶
教
室

ロ
ビ
ー
手
芸
ク
ラ
ブ
、
革
細
工

　

教
室
、
生
け
花
教
室
の
作
品
展

　

示

　
　

．
．
．
．
＾
．
．
．
．
．
t
う
・
＝
・

　

づ
’
・
‘
ノ
’
i
‐
ヽ
’
f
ヽ
ノ
で
‘
い
‘

　

ワ
イ
ド
轟
ド
ノ
レ
甘
ン
ト

　
　

「
九
頭
竜
テ
ラ
ル
高
原
」
推
進

協
議
会
で
は
、
ク
イ
ズ
で
奥
越
地

域
の
リ
フ
ト
券
を
6
0
0
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
さ
ら
に
1
5
人

に
宿
泊
券
、
3
0
人
に
特
産
品
も
当

た
り
ま
す
。

　

平
成
2
年
に
リ
ゾ
ー
ト
法
の
承

認
を
受
け
た
、
奥
越
地
方
の
複
合

型
・
通
年
型
・
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト

構
想
の
C
I
『
九
頭
竜
○
○
○
高

原
』
の
○
に
当
て
は
ま
る
文
字
を

答
え
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
で

の
応
募
も
可
能
（
フ
ァ
ク
ス
0
7

7
6
・
2
8
・
9
4
7
3
）
で
す
。

応
募
方
法
・
応
募
先
官
製
は
が

　

き
に
答
え
の
3
文
字
と
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
〒

9
1
0
1
9
1
福
井
中
央
郵
便
局

私
書
箱
1
8
6
号
「
九
頭
竜
テ

ラ
ル
高
原
」
推
進
協
議
会
ま
で

締
切
H
月
2
5
日
⑥
消
印
有
効

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の

　

陶
芸
講
座
が
開
か
れ
ま
す

　

手
作
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
、

人
気
の
陶
芸
教
室
が
開
か
れ
ま
す
。

一
日
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

期
日
・
作
品
第
1
回
＝
H
月
2
5

　

日
⑧
・
湯
飲
み
、
コ
ー
ヒ
ー
カ

　

ッ
プ
第
2
回
＝
H
月
2
6
日
収

　

・
皿
第
3
回
＝
H
月
2
8
日
④

　

・
花
び
ん
第
4
回
＝
H
月
2
9

　

日
②
・
オ
カ
リ
ナ
（
前
日
の
準

　

備
が
必
要
）

時
間
午
後
7
時
～
9
時

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

参
加
費
I
・
3
・
4
回
は
5
0

　

O
円
、
2
回
の
み
1
0
0
0
円

準
備
物
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

定
員
各
回
と
も
m
一
人

締
切
H
月
2
2
日
②

申
込
・
問
合
せ
先
勤
労
青
少
年

　

ホ
ー
ム
（
中
野
3
－
I
－
1
6

　

豊
6
5
・
7
2
2
1
）
ま
で

幼
い
命
を
守
ろ
う

　

全
国
の
三
歳
か
ら
九
歳
ま
で

の
死
因
の
ト
ッ
プ
は
病
気
で
は

な
く
、
交
通
事
故
で
あ
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

県
内
で
も
六
月
に
一
歳
の
男

の
子
が
お
じ
い
さ
ん
の
後
を
追

い
か
け
て
道
路
に
飛
び
出
し
、

大
型
ダ
ン
プ
に
は
ね
ら
れ
死
亡

す
る
と
い
う
、
痛
ま
し
い
事
故

が
お
き
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
平
成
五
年
か
ら
今

年
九
月
末
現
在
ま
で
、
幼
児
や

子
供
が
死
亡
す
る
事
故
は
起
き

て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
子
供
が

自
転
車
乗
車
中
や
歩
行
中
に
合

う
事
故
の
件
数
よ
り
も
、
同
乗

中
で
の
事
故
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　

時
々
子
供
を
お
ん
ぶ
し
た
り
、

抱
き
か
か
え
な
が
ら
車
を
運
転

し
て
い
る
人
を
見
か
け
ま
す
が
、

も
し
目
の
前
に
人
が
飛
び
出
し

た
り
後
の
車
に
追
突
さ
れ
た
ら

ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
と
、
見
て

い
る
方
が
心
配
に
な
り
ま
す
。

　

大
事
な
子
供
の
命
は
、
い
つ

も
そ
ば
に
い
る
家
族
が
守
っ
て

あ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
家
族
が
安
全
に
対
す
る

意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
、
子
供

に
対
し
て
の
安
全
教
育
が
で
き

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



●INFORMATION

●
建
物
の
取
り
壊
し
や

　

売
買
な
ど
の
届
け
を

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1

日
に
所
有
し
て
い
る
土
地
・
家
屋

・
償
却
資
産
に
つ
い
て
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
り
、
新
増

築
・
売
買
・
贈
与
な
ど
を
し
て
未

登
記
の
場
合
は
、
必
ず
税
務
課
へ

届
け
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
が
な
い
と
継
続
し
て
課
税

さ
れ
た
り
、
何
年
分
も
さ
か
の
ぼ

つ
て
課
税
さ
れ
た
り
し
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ
先
市
役
所
税
務

　

課
資
産
税
係
（
豊
6
6
・
I
I
I

　

I
内
線
4
2
5
）
ま
で

●
国
有
財
産
の

　
　

行
政
相
談
所
開
設

　

皆
さ
ん
の
敷
地
内
に
元
の
農
道

や
水
路
敷
が
取
り
込
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
か
。
こ
れ
ら
の
大
半
は
国
有

地
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
国
有
地
を
そ
の
ま

に
し
て
お
く
と
、
土
地
を
売
買
し

た
り
建
物
を
新
増
築
し
た
と
き
、

障
害
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

北
陸
財
務
局
で
は
こ
れ
ら
買
い

受
け
手
続
き
や
国
有
地
全
般
に
つ

い
て
の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
H
月
2
0
日
④
午
後
1
時
～

　

4
時

場
所
有
終
会
館
3
階

問
合
せ
先
福
井
財
務
局
（
a
o

　

7
7
6
・
2
5
・
8
2
3
0
）
へ

●
休
日
に
胃
検
診
を

　
　
　
　
　
　

ど
う
ぞ

　

本
年
度
ま
だ
胃
検
診
を
受
診
し

て
い
な
い
人
に
限
り
、
休
日
胃
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
忙
し
い
人
ほ

ど
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
H
月
2
3
日
①
午
前
8
時
3
0

　

分
～
1
0
時

場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

締
切
H
月
1
5
日
②

申
込
・
問
合
せ
先
保
健
セ
ン
タ

　

ー
（
豊
6
5
・
7
3
3
3
）
ま
で

1
⑤
ド
ヽ
、
…
…
［
。
‥
”
‘
一
”
竹
I
。
1

　

ノ
レ
集
］
・
。
ノ
…
…
≒
…
…
…
］
｝
。
八
つ
一
・
ｙ
｝

　

県
で
は
皆
さ
ん
か
ら
の
地
方
分

権
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集

し
ま
す
。
地
方
分
権
に
つ
い
て
の

質
問
や
希
望
、
身
近
に
感
じ
て
い

る
中
央
集
権
へ
の
不
満
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
夢
な
ど
何
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
様
式
は
自
由
で
す
の
で
、

あ
な
た
の
意
見
を
ど
ん
ど
ん
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
〒
9
1
0
－
8
0
（
住
所

　

の
記
入
は
不
要
）
県
庁
人
事
課

　

地
方
分
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
係
ま
で

・
防
犯
隊
が
練
成
パ
レ
ー
ド

　

大
野
地
区
防
犯
隊
連
合
会
（
大

野
市
・
和
泉
村
）
で
は
、
秋
季
練

成
大
会
と
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

日
時
H
月
1
0
日
⑥
練
成
大
会
＝

　

午
前
9
時
～
・
パ
レ
ー
ド
＝
午

　

前
H
時
～

場
所
旧
大
野
高
校
跡
地

パ
レ
ー
ド
の
コ
ー
ス
旧
大
野
高

　

校
跡
地
↓
六
間
通
り
↓
寺
町
通

　

り
↓
七
間
通
り
↓
旧
大
野
高
校

　

跡
地

問
合
せ
先
市
役
所
総
務
課
行
政

　

係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
2

　

2
6
）
ま
で

・
労
肘
保
洋
古
川
入

　

A
亨
一
言
ブ
ハ
罵
集
ｙ

‘
し
I
い
”
f
．
」
・

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
よ

う
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業

安
定
所
）
と
労
働
基
準
監
督
署
で

は
労
働
保
険
の
加
入
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
場
合
は
、
必
ず
労
働
保
険
に

加
入
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野

　
　

（
容
6
6
・
2
4
0
8
）
ま
た
は

　

大
野
労
働
基
準
監
督
署
（
豊
6
6

　

・
3
8
3
8
）
ま
で

r
♂
i日

時
H
月
2
0
日
⑥
午
後
1
時
3
0

　

分
～
3
時
3
0
分

場
所
有
終
会
館
3
階

講
師
北
陸
財
務
局
長
矢
代
隆

　

義
氏

演
題
我
が
国
財
政
．
税
制
の
現

　

状
と
課
題
お
よ
び
最
近
の
経
済

　

情
勢
に
つ
い
て

問
合
せ
先
福
井
財
務
局
（
a
o

　

7
7
6
・
2
5
・
8
2
3
0
）
ま

　

で
●
青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

　

平
成
8
年
度
の
青
年
海
外
協
力

隊
員
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
資
格

や
派
遣
職
種
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

国
際
協
力
事
業
団
北
陸
支
部
（
容

0
7
6
2
・
3
3
・
5
9
3
1
）
ま

で
。
募
集
期
間
H
月
3
0
日
①
ま
で

喩
出
回
住
宅
の
六
体
百
万
こ

　

募
策
し
ぎ
刀

募
集
団
地
中
挾
団
地

規
格
3
D
K

募
集
戸
数
I
戸

資
格
①
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

　

務
し
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

　

②
同
居
す
る
親
族
が
い
る
人
③

　

一
定
基
準
以
内
の
所
得
の
人

家
賃
月
額
2
万
8
0
0
0
円

申
込
期
限
H
月
2
2
日
②

申
込
・
問
合
せ
先
市
役
所
建
設

　

課
管
理
建
築
係
（
豊
6
6
・
I
I

　

1
1
内
線
3
4
7
）
ま
で

11月9日は『119番の日』です

　

火災・救急などで「119番」通報を

する時は、落ち着いて次の内容を告げて

ください。

▲火災・救急の区別をはっきりと

　　

「火事です」「救急です」

▲場所を正しく

　

住所、近くの目標となる建物を正しく

詳しく伝えてください。

▲状況を正確に

　

火災や事故の状況を正確に、分かりやすく伝えてください。

　

何か燃えているのか。交通事故なのか。急病なのか。

▲通報者名を

　

通報した人の氏名●電話番号を最後に知らせてください。

大野地区消防本部（a66・0119）

テレホンサービス（a65－8899）
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思
い
出
を
撮
り
続
け
た
カ
メ
ラ

飯
田
敬
一
さ
ん
（
上
丁
）

　

飯
田
敬
一
さ
ん
（
7
0
歳
）
の
宝
は
、
昭
和

一
一
十
八
年
に
購
入
し
た
カ
メ
ラ
で
す
。
中
古

品
を
購
入
し
た
の
で
、
何
年
製
の
物
か
は
飯

田
さ
ん
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

戦
後
し
ば
ら
く
は
冬
期
間
、
東
京
へ
働
き

に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
時
に
購
入
し
ま
し
た
。

職
場
の
カ
メ
ラ
好
き
の
同
僚
に
影
響
さ
れ
て

の
こ
と
で
す
。
当
時
の
金
額
で
二
百
円
で
購

入
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
飯
田
さ
ん
の
月
給

は
、
六
百
円
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

カ
メ
ラ
は
銀
色
の
ボ
デ
ィ
ー
に
黒
の
薄
革

が
張
っ
て
あ
り
ま
す
。
レ
ン
ズ
は
本
体
に
蛇

腹
で
収
納
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
ム
は
大
判
の
シ
ッ
ク
ス
判
、
い
わ
ゆ

る
ブ
ロ
ニ
ー
判
で
す
。
現
代
の
カ
メ
ラ
の
よ

う
に
フ
ィ
ル
ム
の
残
数
表
示
は
無
く
、
本
体

の
背
に
付
い
て
い
る
二
つ
の
の
ぞ
き
窓
で
見

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

飯
田
さ
ん
は
特
に
高
級
機
種
で
は
な
か
っ

た
と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
カ
メ
ラ
の
メ
ー
カ

I
は
現
在
で
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
国
産
か

外
国
製
か
ど
う
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
、
よ
く
撮
影
会
に

出
か
け
た
そ
う
で
す
。
当
時
は
フ
ィ
ル
ム
も

安
く
は
な
く
、
つ
い
つ
い
お
金
を
使
い
す
ぎ

て
奥
さ
ん
に
し
か
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
、

笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
撮
影
し

た
写
真
は
、
今
で
も
大
切
に
ア
ル
バ
ム
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
あ
ま
り
カ
メ
ラ
を
構
え
る
こ
と
は

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

飯
田
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
東

京
で
働
い
た
こ
と
は
、
青
春
の
良
き
思
い
出

で
す
。
今
で
い
う
モ
デ
ル
撮
影
会
に
江
ノ
島

へ
行
き
、
松
竹
少
女
歌
劇
団
を
撮
影
し
た
こ

と
が
一
番
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の

写
真
を
見
る
た
び
、
懐
か
し
さ
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
す
。
こ
の
カ
メ
ラ
は
ま
だ
使
え
る

の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
写
し
て
み
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

10月1日現在 前月比

世帯数 11，491世帯 10世帯

人口 41，417人 △33人

内訳
男 19，795人 △14人

女 21．622人 △19人

9月中の異動
転入 29人 出生 25人

転出 59人 死亡 28人

j
計
い

m洋
況状故事通交の内市

件数内訳
平成8年

9月末

平成7年

9月末
比較

総件数 380件 405件 △25件

人
身

事
故

件数 102件 123件 △21件

死者 1人 1人 O人

傷者 138人 163人 △25人

物損事故 278件 282件 △4件

表
紙
四
こ
と
は

　

春
日
保
育
園
で
は
園
児
た
ち

が
祖
父
母
た
ち
と
い
っ
し
よ
に
、

菜
園
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

春
か
ら
ト
マ
ト
や
サ
ツ
マ
芋
の

苗
を
植
え
た
り
、
世
話
を
し
た

り
し
て
き
ま
し
た
。
1
0
月
1
7
日

に
は
、
み
ん
な
で
サ
ツ
マ
芋
の

収
穫
。
小
さ
な
手
で
土
の
中
か

ら
一
生
懸
命
芋
を
掘
り
出
し
、

大
喜
び
で
し
た
。

編
集
後
記

　

子
供
の
こ
ろ
に
は
、
あ
ち
こ

ち
い
て
魚
捕
り
の
網
に
よ
く
入

っ
た
イ
ト
ヨ
。
最
近
で
は
住
ん

で
い
る
場
所
も
限
ら
れ
、
貴
重

な
魚
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
タ
ナ
ゴ
ー
ド
ジ
ョ
ウ
・

タ
ニ
シ
な
ど
は
ど
こ
へ
行
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
生

き
物
が
い
つ
ま
で
も
残
れ
る
環

境
が
必
要
で
は
。

厘七91り

　

ず
っ
と
若
か
て
た
こ

ろ
、
夜
の
に
ぎ
や
か
な

街
に
住
み
た
か
っ
た
。

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
フ
ラ

イ
ド
チ
キ
ン
が
す
ぐ
買

え
て
、
朝
ま
で
開
い
て

い
る
酒
場
や
映
画
館
が
あ
る
。
そ
ん
な
街
で
暮

ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
▼
学
生
と
し
て
何
年

か
、
そ
れ
か
ら
勤
め
を
し
な
が
ら
も
う
何
年
か

そ
ん
な
街
に
住
ん
で
み
た
。
そ
こ
で
便
利
だ
が

騒
が
し
く
て
、
薄
っ
ぺ
ら
で
、
水
の
ま
ず
い
生

活
を
続
け
て
い
た
。
そ
れ
が
嫌
に
な
っ
て
大
野

へ
帰
っ
て
き
た
訳
で
は
な
い
け
れ
ど
、
ず
い
ぶ

ん
疲
れ
た
気
持
ち
に
な
っ
た
▼
何
の
漫
画
だ
っ

た
か
こ
ん
な
場
面
が
あ
っ
だ
の
を
よ
く
思
い
出

す
。
地
方
出
身
の
若
者
が
東
京
か
ら
里
帰
り
し

て
、
ひ
な
び
た
町
並
み
と
行
き
交
う
人
々
た
ち

を
見
て
「
人
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
け
ど
、
こ
こ
で
生

涯
を
費
や
す
の
は
、
お
れ
は
ご
免
だ
」
と
つ
ぶ

や
く
▼
退
屈
と
喧
噪
の
間
で
う
ま
く
釣
り
合
い

を
と
っ
て
、
生
き
て
い
く
の
が
人
間
に
と
っ
て

は
よ
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
だ
け
れ
ど
、
や

は
り
住
む
と
こ
ろ
は
静
か
な
と
こ
ろ
が
よ
い
。

空
気
が
お
い
し
く
て
、
水
が
甘
く
感
じ
る
所
が

よ
い
。
そ
う
い
う
所
は
、
き
っ
と
食
べ
物
も
お

い
し
い
も
の
が
と
れ
る
は
ず
だ
。
そ
し
て
そ
こ

で
育
っ
た
人
間
は
、
の
ん
び
り
と
し
た
顔
を
持

っ
て
い
る
は
ず
で
あ
ろ
う
▼
市
内
で
も
最
近
、

イ
ト
ヨ
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
や
人
力
車
、
図
書

館
友
の
会
な
ど
ま
ち
お
こ
し
の
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
。
の
ん
び
り
と
散
歩
を
す
る
に

は
石
畳
の
道
は
最
高
で
あ
る
。
そ
ん
な
町
で
、

バ
ッ
ハ
な
ど
の
演
奏
が
生
で
聴
け
、
小
さ
く
て

も
静
か
な
美
術
館
が
あ
り
、
新
作
の
映
画
が
見

ら
れ
た
ら
若
者
に
と
っ
て
、
も
っ
と
魅
力
の
あ

る
町
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
Y
）
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